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顔輪郭と上顎前歯部歯冠形態による似合い度と印象評価
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近年,国民のQOL向上に伴い歯科治療に関する審美的欲求は高まる傾向にある.そ こで,審美歯科治療
において最も影響の大きい前歯部について,顔輪郭と前歯の形態が類似することで人が見たときにどのよう
に感じ, また前歯の形態によって個人の印象がどのように変わるのか,歯科医療関係者とそれ以外の一般市

民では前歯部の形態に対してそれぞれどのように評価するのかを調べることにした.ま ず,M短期大学歯科
衛生士学科学生109名 の顔貌写真から代表的な顔輪郭を抽出し, これに各種人工歯を合成した画像作成した

画像を用いて印象評価についての調査を行った.その結果,「方形 ―尖形」が最も調和しているという結果

が得られた.ま た,顔輪郭と人工歯の各々の基本形態が類似している刺激を選ぶ割合は,歯科が10.3%高 い

という結果が得られた.印象評価結果に対する因子分析により,主因子として (女性らしさ),(主観的な好
み)の 2因子が抽出され,刺激となる図本人の嗜好では,他者から見た客観的評価と概ね一致した.

本研究より,前歯部補綴装置作成において顔の輪郭と歯の輪郭が類似していることが必ずしも患者の審美

的満足度の全てを満たす要因にはなり得ないことが示唆された.お互いに納得できる治療にするために医療

面接及びインフォームドコンセントを十分に行わなければならない.それが,治療の成功につながると考え

られる.

キーワード:顔輪郭,人工歯
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近年,国民のQOL向 上に伴い歯科治療に関する
審美的欲求は高まる傾向にある.審美は小児歯科 ,

矯正歯科,日腔外科,歯周歯科,補綴歯科など歯科

治療すべてに関わる重要な因子であり,Robert P.

Rennerい によると歯科治療を受ける人々の約50%がそ

の理由の一番に「微笑みを改善してより魅力的にみ

られたい」という審美的欲求を挙げているとしている.

そして,微笑みの魅力の多くの部分は,健康で美し
い歯を見せるということに深く関わっており,微笑み

の際には前歯の唇面が光を反射した白色の部分と,

日腔内部が見えて黒く見える部分とが強い対比を示

し,前歯の切縁が際立って見える.審美の観点から

考えると,前歯の切縁部の輪郭が重要な意味を持ち,

天然歯列においても補綴物においても,中切歯の形

態は審美的に重要な要素であるとされている.

これまで,歯の大きさや形態と,顔面の大きさや

形態との間にある種の相関関係を見つけ出そうとす

る試みが繰り返されてきており,その中でも,顔面

形態と中切歯の形態とを関連づけ,顔の輪郭が卵円

形の場合には卵円形の中切歯,方形の場合には方形
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が,尖形の場合には尖形が調和するとしたWilliams

の 3基本型341の 手法を,現在でも歯科補綴治療に

おいて歯科医師・歯科技工士が歯冠形態を決定する

際に採用している.

WHO(世 界保健機関)に よる健康の定義によると,
「健康とは完全な肉体的,精神的及び社会的福祉の状

態であり.単に疾病又は病弱の存在しないことではな

い」と示されている
21.こ
れらの定義を考えると,「た

だ噛めるようにする」治療では,患者の「精神的及
び社会福祉の状態」には到達できないと言えるだろう.

しかし,実際の歯科補綴治療の際に補綴物の適合

状態が良好であっても,最終的な形態が審美的欲求

を満たすことができなければ再製になる例がある.

また,補綴治療終 r後に患者の歯冠形態に対する満

足度について詳細な追跡調査がなされることは臨床

現場では皆無に等しい.

歯科医療従事者として,ただ噛めるだけではなく

患者が審美的にも満足でき, 日々笑顔で過ごせるよ

うな治療を提供する必要があると考えた.

そこで,顔輪郭と前歯の形態が類似することで人

が見たときにどのように感じ,ま た前歯の形態によっ

て個人の印象がどのように変わるのか,歯科医療従

事者と一般の方では,前歯部の形態に対してそれぞ

れどのような嗜好があるのかを調べることにした.

Ⅲ.対象および方法

1.資料作成
刺激となる画像を作るため最も卵円形・方形・尖

形の顔輪郭を抽出する調査を行った.

1)対象者
刺激となる写真の対象者は,明倫短期大学歯科衛

図 1 写真撮影

3)ア ンケート
109名 の顔貌写真をパソコン上に順次写し出し,

卵円形,方形,尖形の顔貌のイラストの中で類似し
ていると思うものを選んでもらった。

アンケートの結果,109名 の中から卵円形は10割 .

方形は 9割,尖形は9割の確率で選ばれた3タ イプ

の代表的な顔輪郭を抽出した (図 2).
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アンケー ト

年齢 :  歳 性驚 :発/安   歯科関薇者/一般の方

轟議覆写し轟される顧の写真を見て、T爾と願機していると思うものを選び、驚識に書琴
を慧鐵して下さい。

2

図 2 アンケー ト1

g

生士学科 1・ 2年生109名の男女 (平均195± ■8歳 ).

アンケート回答の対象者は,歯科衛生± 6名の女子

(平均年齢21.7± 0.5歳 )と 歯科医療に携わっていない

一般の方 6名の男女合計12名 (平均年齢47.8± 12.5歳 ).

2)撮影条件
ソニックテクノ社歯科口腔内デジタルカメラシステ

ム「キャノンEOS Kiss X2仕 様 (マ クロリングライト

MR-14EX)」 を使用し,HITACHIサンライン蛍光灯直

下にETSUMI簡易撮影スタジオを用いて照度及び反
射を一定条件で整えて笑顔の写真を撮影した (図 1).
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4)刺激となる画像の作成 (写真 1～ 9)

最も卵円形・方形・尖形の輪郭を持っている顔貌

の 写 真 をAdobe社 フ ォ ト レ タ ッ チ ソ フ ト

「Photoshop CS5」 を用いて色調補正並びに画像合

成を行った.顔貌写真の回元に上顎前歯13～23番の

人工歯を合成し,各写真の顔輪郭に方形,卵 円形 ,

尖形の人工歯を合成した画像を 9枚作成した (図

3)。 人工歯はVITA社 のビタMFTア ンテリア 〔上

顎前歯〕の卵円形,方形,尖形を使用した (図 4).

図 3 合成写真製作方法 (イ メージ図)
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写真 1～ 3は顔輪郭が卵円形であり,人工歯形態

が写真 1では卵円形,写真 2では方形,写真 3では

尖形とした.写真 4～ 6は顔輪郭が方形であり,人
工歯形態が写真 4では卵円形,写真 5では方形,写

真 6では尖形とした.写真 7～ 9は顔輪郭が尖形で

あり,人工歯形態が写真 7では卵円形,写真 8では

方形,写真 9では尖形とした.

写真 1 顔輪郭が卵円形,人工歯が卵円形

顔輪郭が卵円形,人工歯が方形

写真 3
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写真 4 顔輪郭が方形,人工歯が卵円形

写真 5 顔輪郭が方形,人工歯が方形

顔輪郭が方形,人工歯が尖形

写真 8 顔輪郭が尖形,人工歯が方形

写真 9

2.顔輪郭と上顎前歯部の印象調査

写真 1～ 9を用いて印象調査を行った。

1)対象
歯科医療従事者である歯科医師・歯科衛生±13名

の男女 (平均40.9± 85歳 ),歯科医療に携わってい

ない一般の方13名の男女 (平均563± 6.5歳 )の合計

26人 とした.

2)ア ンケー ト

写真 1～ 9を一枚ずつA4の用紙に印刷し,ア ン

ケー トに答えてもらった.

問 1では,卵円形の顔貌の写真で上顎前歯部が卵

円形,方形,尖形の 3種類の写真を見比べ,似合う
と思うものから順に並べてもらった。方形,尖形の

顔貌写真も同様に行い,選択順位による評価を行っ
た.こ の評価を,歯科医療従事者と一般の方に分け,

顔輪郭と人工歯形態が類似しているものを選ぶ平均

割合を算出した.

問2では一枚ずつ画像を見て,12対 になる24用語

の形容詞 (①～⑫)について 5段階で評価させた.

評 価 に は,SD法 (semantic dⅢ erential method)
を用いた (図 5).

SD法による写真の印象評価には,因子分析 (主

顔輪郭が尖形,人工歯が尖形
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図 印象調査アンケー ト調査票

因子法,バ リマックス回転)を用いた.

3)顔輪郭と人工歯形態の類似している写真を選ぶ

割合

卵円形 ^卵円形,方形 ―方形,尖形 ―尖形と,顔
輪郭と人工歯形態が類似しているものを選ぶ平均割

合を算出した.

4)独立性の検定
歯科医療従事者と一般の方に分け,顔輪郭と人工

歯形態が一致しているものを選ぶことにそれぞれ関

連があるのかを独立性の検定を調査した.統計処理

にはエクセル統計2015を 用いた.

3.刺激となる写真本人の嗜好
刺激となる写真の卵円形,方形,尖形の顔形態の3

名に自らの写真についての嗜好を口頭にて調査した。

Ⅲ.結 果

1.各写真順位付け
アンケート2の間1において,各写真の似合い度

を選択順位法により調査した。統計的重みづけのた

め,似合うと選ばれた写真に3点,次に選ばれた写

真に2点.似合わないと選ばれた写真に 1点を負荷

して点数化集計を行った (表 1).(写真 1～ 9参照)

得点の結果,全体では卵円形一方形,方形―尖形 ,

尖形 ―卵円形が一位となった。その中でも最も得点

が高かったのは方形 ―尖形であった.

表 1 選択順位得点

顔輪郭 ―人工歯形態  1位  2位  3位 得点化

卵円形 ―卵円形

卵円形 ―方形

卵円形 ―尖形

10

10

6

9

13

4

7

3

16

55

59

42

顔輪郭 ―人工歯形態  1位  2位  3位 得点化

方形 ―卵円形

方形 ―方形

方形 ―尖形

4

6

16

9

12

5

47

46

63

１３

８

５

顔輪郭 一人工歯形態  1位  2位  3位  得点化
形
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′
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卵円形の顔輪郭について歯科 と一般で比較 した

(図 6).(写真 1～ 3参照)

歯科医療従事者では卵円形 ―卵円形が32点 ,卵円

形 一方形は31点 ,卵円形 ―尖形は15点 となり,卵円

形 ―卵円形が一位となった.一般の方では,卵円形
―卵円形が23点 ,卵円形 ―方形が28点 ,卵円形 ―尖

形が27点 となり,卵円形 一方形が一位となった.

図 6 似合い度 (卵円型顔輪郭 )

方形の顔輪郭について歯科と一般で比較した (図

7).(写真 4～ 6参照)

歯科医療従事者では方形 ―卵円形が28点 ,方形 ―

方形が23点 ,方形 ―尖形が27点 となり,方形 ―卵円

形が一位となった.一般の方では,方形 ―卵円形が

19点 ,方形一方形が23点 ,方形―尖形が36点 となり,

方形 ―尖形が一位となった.

図7 似合い度 (方型顔輪郭 )

尖形の顔輪郭について歯科と一般で比較した (図

8).(写真 7～ 9参照)

歯科従事者では,尖形 ―卵円形が33点 ,尖形 ―方

形が28点 ,尖形 ―尖形が17点 となり,一位が尖形 ―

卵円形となった. 一般の方では尖形 ―卵円形が27
点,尖形 一方形が31点 ,尖形 ―尖形が20点 となり,

尖形 一方形が一位となった。

ワll円形―′F円形 卵円形 一方形

■歯科 澪一般

卵円形 ―尖形
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尖形 ―卵円形 尖形 ―方形

■歯科 麟一般

尖形 ―尖形
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方形 ―尖形

図8 似合い度 (尖型顔輪郭 )

2.顔輪郭と人工歯形態の類似している写真を選ぶ

割合

卵円形 ―卵円形,方形 一方形,尖形 ―尖形を選ぶ

割合を歯科医療従事者と一般の方に分けて平均割合

を算出したところ・歯科医療従事者は2&2%,一般
の方は179%だった.

3.独立性の検定
各写真について,歯科医療と一般の方に分け,似

合い度の独立性の検定 (有意水準005)を 行ったが ,

有意な関連性は認められなかった.

4.各写真の印象評価
SD法で得られた得点を標準化し,写真ごとに形

容詞の平均点を求め,縦グラフを作成した (図 9).

特に高い反応がみられたのは,方形一方形であり,

「男性的」(208)「 たくましい」(2.00)「 人工的」(231)

「個性的」(250)「活発」(2.50)に反応がみられた。

1)因子分析

顔輪郭と人工歯の形態の調和についてアンケート

をとり,その結果を因子分析した.全ての写真を因

子分析したところ,傾向として因子 1は好ましい,

美しい,調和, などがみられ,こ れらを (主観的な

好み)と した.因子 2は繊細,女性的,な どがみら

れ,こ れらを 〈女性らしさ)と した (図 10,11).

これらで,顔輪郭と人工歯の似合い度を選ぶ時に

〈主観的な好み〉〈女性らしさ)で抽出していること

が分かった。

因子分析得点表において「好ましい」,「繊細」の

得点が突出して高かった (図 12).

5.刺激となる各写真本人の嗜好
刺激となる各写真本人に日頭にて嗜好を調査した

□
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表2 各写真の本人評価

本人の顔輪郭 1位 2位 3位

卵円形

方形

尖形

卵円形 ―卵円形

方形 ―尖形
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図10 因子負荷量 (主観的な好み)

図11 因子負荷量 (女性らしさ)

(表 2).

卵円形の顔形態の被験者の最も好ましいと思う写

真は,卵円形 ―卵円形であり,好ましくないと思う
写真は卵円形 ―尖形であった.方形の顔形態の被験
者の最も好ましいと思う写真は,方形―尖形であり,
好ましくないと思う写真は方形 一方形であった.尖

形の顔形態の被験者の最も好ましいと思う写真は,

尖形 ―卵円形,好ましくないと思う写真は尖形 ―尖
形であった.卵円形の顔形態の被験者の嗜好だけが
他者の客観的評価と相違していた.

Ⅳ.考 察

因子負荷量 (女性らしさ)
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図12 因子得点分布表

説が挙げられてきた.その中でも,顔の輪郭を方形

(square type),尖 形 (tapering type),卵 円形 (ovoid

type)の 3型 に大別したJLWilliamsの 3基本型は,

顔面形態と上顎中切歯の分類で代表的なもので,現
在でも多くの前歯部用人工歯の基本形態として採用

されている.彼は顔の輪郭を倒立させたものと,上
顎中切歯の歯冠形態 (輪郭)と が相似であるとした

3)4).

これについて,形態類似性を客観的に検討出来る
フーリエ級数を応用して顔面形態と上顎中切歯唇側

面形態の類似性について検討した吉田らの研究
りに

おいては,男性右側71.05%.左 側71.43%,女 性右
側7&95%,左 側75.81%で あ り,両 者の形態は約
70%が類似していると報告されている.

また,顔面形態が男らしい方形の場合には方形の

中切歯,顔面形態が尖形の場合には尖形の中切歯 ,

顔面形態が卵円形では卵円形の中切歯が形態的に調

和するとされている
1'.こ
れらのことから,顔形態

と人工歯の形態が類似していることで,人から見て,

調和 している (似合う)と 感じるだろうと仮定し,

今回の調査を行ったところ,選択順位法において,

各写真の一位は卵円形 ―方形,方形 ―尖形,尖形 ―

卵円形となり,その中でも最も得点が高かったのは

尖形 ―卵円形であったことより,顔輪郭と前歯部歯
冠形態の類似が必ずしも調和に結びつかなかった.

これ は使用 した人工歯が実寸 で長径11.8～

93mm,1幅 7.5～ 9Юmmと 極めて小さく, さらにA4
用紙に印刷 した際には,長径5.0～ 70mm,幅 5.0～
8.Ommと なり,大 きさが縮小されたため,人の目で

歯冠の形態差を明確に認識するのが困難であったも

のと思われる.ま た,卵円形,方形の顔輪郭の写真
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に関しては歯頸部が回唇で被覆されたことで,歯冠

全体の把握が困難となったことも原因の一つであっ

たと思われる.

2.顔輪郭と人工歯形態の類似している写真を選ぶ

割合・独立性の検定

各顔輪郭と人工歯形態の類似している写真を選ぶ

割合を歯科関係者と一般の方に分け平均割合を算出

した ところ,歯 科関係者は282%,一 般の方は
17.9%と ,歯科関係者が10.3%高 い割合となった.

しかし,独立性の検定ではどちらも関連性は認めら

れなかった。

歯科関係者でわずかではあるが割合が高くなった

原因は,歯科ではWilliamsの 3基本型341の手法も原

則としているため顔輪郭と歯冠形態が類似すること

によって調和するということが先人観としてあった

ことが要因として挙げられる。

3.各写真の印象評価
印象評価結果に対する因子分析の結果より,(女

性らしさ),(主観的な好み)の 2因子が抽出され,

輪郭の類似性よりも女性らしさに偏 りがみられた.

これは高井らの研究
6)で
「女性らしさ」について上

品,気遣い,繊細さ,家庭的,かわいさ,愛嬌,色

気,美 しさといった内容が上位に挙がっていて,刺

激となった写真が全員女性であったことから,評価

者にジェンダーバイアス (女性に対する固定的概念)

がかかったことが要因と考えられる.

また,方形 ―方形の写真で「強い」「男性的」「た

くましい」「人工的」という反応が,卵 円形 ―卵円

形の写真では「女性的」「穏やか」「幼い」「柔らかい」

という反応が高くみられた.こ れは,患者の性格・

性別・年齢によって,義歯の人工歯を適切に選択す
る基準 (SPA指標)を考案したFrushと Fisherの 臨

床的な研究
1)で ,上顎前歯の切縁が丸みをおびる程 ,

微笑みがより女性的かつ優雅に見えるとされ,ま た

歯の丸い輪郭は女性をより優雅に見せるとされてい

る.女性の九みをおびた歯に対して,男性ではがっ

しりと角張った歯が特徴で, これが男らしさを強調

する.ゆ えに,やや角張った歯を持つ女性は気が強

く活発に見え,逆 に丸みのある歯の男性はより穏や

かに見えるとするとされていることから,方形 一方

形の組み合わせは「男性らしさ」を卵円形 ―卵円形

の組み合わせでは「女性らしさ」を評価者に印象づ

けたことが示唆された.
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4.本人の嗜好
今回,他者から見た客観的似合いの評価と本人評

価はおおよそ一致した.卵円形の顔形態の被験者の

みが自己評価と他者評価に相違があった。しかし,

卵円形の顔形態の他者評価は被験者が選んだ卵円

形 ―卵円形は55点であり,他者評価では59点であっ

たため,得点に大きな差はなかった.こ れにより,

JLWilliamsの 3基本型
34)の
定義により人が調和を

感じるとは限らないことが示唆された.

以上の結果より,前歯部補綴装置作成において顔
の輪郭と歯の輪郭が類似していることが必ずしも患

者の審美的満足度の全てを満たす要因にはなり得な

いことが示唆された.最終的には補綴装置を装着す

る患者本人の審美的な欲求を満たすことができるか

が問題で,こ れは患者の主観によるところが大きい

と考える.

また,歯科治療において患者の訴えを可能な限り

開き出し,治療に関しての説明を十分に行うこと,

そしてお互いに納得できる治療にするために医療面

接及びインフォームドコンセントを十分に行わなけ

ればならない。それが,治療の成功につながると考

えられる.

V.結 論

顔の輪郭と前歯部人工歯の形態の印象について調

査したところ,以下のことがあきらかになった.

1)9通 りの顔輪郭と人工歯形態を刺激とした印象
評価を行い,調和条件と不調和条件を比較したと

ころ,調和ペアでは「方形 ―尖形」が最も調和し

ているという結果が得られた.こ れについて歯科

関係者と一般の方に分け独立性の検定を行った

が,関連性はみられなかった.

2)顔輪郭と人工歯の各々の基本形態が合致してい
る刺激を選ぶ割合は,歯科医療従事者が10.3%高
いという結果が得られた.

3)印象評価結果に対する因子分析により,主因子
として (女性らしさ),(主観的な好み)の 2因子

が抽出された.特 に女性 らしさでは「繊細さ」,
主観的な好みにおいては「好ましい」という形容

詞が突出していた。

4)刺激となる写真本人の嗜好
調和すると選ばれたのは卵円形 ―卵円形,方形 ―

尖形,尖形 ―卵円形であり,全体の客観的な評価と

おおよそ一致していた.
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